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５月

19 日に神楽坂商店街

で行われたあおぞら市。出

店 11 回目のふるさとネット

の物産店はすでにお馴染みだ

が、今回はバルーンアート教

室を行ったこともあり、い

つも以上に多くの人で

賑わった。

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://www.miyake-furusato.net/top.htm

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク

〒 100-1101
　東京都三宅島三宅村神着 320-2

  ℡ 090-4922-0798

発行人：会長 佐藤就之

三
宅
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三
宅
島
新
報

○ふれあいコールのお
　知らせ
　８月と 10 月に、ネッ
ト事務局よりふれあい
コールを行う予定で
す。在京島民の方々の
お話を伺い、現状把握
をしていきたいと思い
ます。よろしくお願い
します。

○ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　再生ネットワーク

【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿 25-6
電話：03(3963)5678
FAX：03(3963)5697
　　　　　担当：加藤

事務局便り

吉
永
和
恵
様
、
高
橋
栄
一
様
、

佐
藤
就
之
様
、
佐
藤
宗
ノ
子

様
、
平
松
尚
志
様
、
横
井
和

之
様
、
赤
池
孝
之
様
、
小
川

惠
美
様
、
高
木
千
陽
様
、
板

倉
美
紀
子
様
、
栗
原
未
帆
様
、

千
田
香
菜
様
、
嵯
峨
山
陽
香

様
、
鈴
木
美
希
子
様
、
Ｏ
様
、

加
藤
さ
お
り
様
、
吉
川
美
穂

様
、
山
中
恵
美
子
様
、
芳
賀

雅
美
様
、
菊
池
千
春
様
、
山

田
貴
久
様
、
小
曽
ス
ミ
子
様
、

久
保
恭
子
様
、
木
村
健
二
様
、

南
海
タ
イ
ム
ス
社
様
、
宮
澤

雅
美
様
、
金
子
智
様
、
谷
原

和
憲
様
、
鈴
木
節
子
様
、
小

久
保
泰
枝
様
、
木
内
一
宏
様
、

倉
持
房
枝
様
、
山
崎
太
郎
様
、

中
島
健
二
様
、
香
川
澄
子
様
、

今
井
家
子
様
、
吉
田
信
行
様
、

青
谷
知
己
様
、
宇
田
川
規
夫

様
、
室
崎
益
輝
様
、
Ｍ
様
、

齋
藤
實
様

　

（
４
月
１
日
～
６
月
７
日
）

　

５
月
19
日
は
雨
が
心
配
さ

れ
た
が
、
す
っ
き
り
と
し
た

五
月
晴
れ
の
一
日
と
な
り
、

あ
お
ぞ
ら
市
は
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
今
回

販
売
し
た
の
は
、
明
日
葉
、

野
竹
、
芋
も

ち
（
さ
つ
ま
、

紫
芋
、
よ
も

ぎ
）
、
赤
飯
、

山

菜

お

こ

わ
、
明
日
葉

の
天
ぷ
ら
、

く
さ
や
（
青

む
ろ
、
と
び
う
お
）
。
今
回

も
、
島
民
の
方
が
前
日
に
上

京
し
、
赤
飯
や
山
菜
お
こ
わ

の
調
理
を
行
い
、
販
売
に
備

え
た
。

　

開
始
前
か
ら
店
頭
の
商
品

を
覗
く
お
客
さ
ん
が
多
く
、

中
に
は
事
前
予
約
す
る
方
も

い
た
。
野
竹
は
好
評
で
、
１

時
間
半
で
完
売
し
た
。　

　

今
回
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教

室
を
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
テ

ン
ト
の
横
で
行
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
指
導
を
受
け
な

が
ら
一
緒
に
犬
や
剣
な
ど
を

作
り
、
完
成
す
る
と
嬉
し
そ

う
に
笑
い
な
が
ら
保
護
者
に

見
せ
て
い
た
。
体
験
料
は
無

料
だ
が
、
寄
付
を
募
っ
た
と

こ
ろ
多
く
の
方
が
協
力
し
て

く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
商
品

に
興
味
を
持
ち
購
入
し
て
く

だ
さ
る
方
も
多
か
っ
た
。

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
指
導

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

以
前
お
子
さ
ん
の
通
う
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
な
ど

で
披
露
を
し
て
い
た

座
間
か
ず
枝
さ
ん
。

「
最
近
は
こ
の
技
術

を
生
か
す
場
が
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
こ
と
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
感
想
を
述

べ
て
い
た
。

あおぞら市に今年も出店
明日葉など賑やかに販売

好
評
だ
っ
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

ご
寄
付
者
名

多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
た
物
産
店

今回も好評だった天ぷらの実演販売

バルーンアートを楽しむ子どもたち
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新たな活動方針を決定
ふるさとネット　2013 年度総会を実施

１
情
報
活
動　

　

「
三
宅
島
新
報
」
及
び
「
ふ

る
さ
と
だ
よ
り
」
は
、
隔
月

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

引
き
続
き
隔
月
発
行
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
も
定
期
的

に
行
っ
た
。

２
訪
問
活
動

　

日
程
が
合
わ
な
か
っ
た
り

連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
り
し

た
た
め
に
、
定
期
的
に
訪
問

を
行
う
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。
今
後
は
訪
問
活
動
先
の

絞
り
込
み
を
行
い
、
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ル
も
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。

３
支
援
層
と
交
流
の
広
が
り

　

あ
お
ぞ
ら
市
へ
の
参
加
、

豊
島
区
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

齋
藤
塾
の
勉
強
会
へ
の
参
加

な
ど
を
通
じ
て
、
新
た
な
人

脈
の
形
成
と
繋
が
り
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。

４
ご
寄
付
・
活
動
等
の
協
力

　

今
年
度
も
皆
さ
ま
か
ら
の

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
三
宅
島
新
報
の
発
行
、

訪
問
活
動
、
他
被
災
地
と
の

交
流
な
ど
、
活
動
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

５
Ｎ
Ｌ
Ｐ
米
軍
基
地
誘
致
問 

　

題
に
つ
い
て

　

石
原
慎
太
郎
維
新
の
会
共

同
代
表
の
「
在
日
米
軍
の
空

母
艦
載
機
離
着
陸
訓
練
飛
行

場
三
宅
島
建
設
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）

発
言
」
に
反
対
す
る
佐
藤
会

長
談
話
を
「
ふ
る
さ
と
だ
よ

り
NO
・
35
」
で
出
し
た
。

　

櫻
田
村
長
は
、
「
絶
対
受

け
入
れ
な
い
」と
答
弁
し
た
。

今
後
も
注
視
し
て
い
く
。

2012 年度の報告

　ふるさとネットは、4月 27日に巣鴨の喫茶ルノアール会議室で
総会を実施した。この中で 2012 年度の活動報告を行うとともに、
および 13年度の活動方針を決定した。この中には、情報活動や専
門家との交流をさらに強化することなどが盛り込まれた。

昨
年
度 

支
援
者
と
の
新
た
な
繋
が
り
が

「
三
宅
島
新
報
」
は
隔
月
発
行
を
継
続

【４月】
  21 日　世話人総会

【５月】
　１日　新報 39 号発行、ふるさ
　　　　とだより No.31 発行
　７日　三宅島の復興支援を考え
　　　　る報告・交流会（主催・
　　　　齊藤塾）
　20日　神楽坂あおぞら市にて物
　　　　産店出店

【６月】
　１～３日　三宅島緑化プロジェ
　　　　　　クト参加
　16 日　世話人会

【７月】
　１日　新報 40 号、ふるさとだ
　　　　より No.32 発行
　21 日　在京者・桐ヶ丘都営住宅
　　　　ふれあいコールと訪問
　29、30 日　東日本・三陸田野畑
　　　　　　村等の視察・支援

【８月】
　２日　三宅大学訪問
　19 日　島市出店・阿古
　20 ～ 21 日　向上高校新聞委員
　　　　　　　会来島

【９月】
　１日　新報 41 号発行
　５～７日　三宅村住民懇談会
　15 日　世話人会
　17 日　島市出店

【10 月】
　７日　神楽坂あおぞら市

　14 日　島市出店・阿古
【11 月】
　１日　新報 42 号、ふるさとだ
　　　　より No.33 発行
　３～４日　三宅島大学参加

【12 月】
　２日　島市出店・産業祭
　15 日　ふるさとネット忘年会

【１月】
　１日　新報 43 号、ふるさとだ
　　　　より No.34 発行

【２月】
　９日　世話人会
　12日　豊島区防災フォーラム打
　　　　ち合わせ
　27日　豊島区防災フォーラム最
　　　　終打ち合わせ

【３月】
　１日　新報 44 号、ふるさとだ
　　　　より No.35 発行
　６日　災害復興まちづくり支援
　　　　機構春の研修会（主催・
　　　　齋藤塾）
　　※スタジオ鶴吉亭
　　　玉川大学大森哲至講師によ
　　　る講演、ネット佐藤会長の
　　　報告等
　９日　豊島区防災フォーラム・
　　　　模擬店（島内から２人が
　　　　参加）
　　　　新春の集い（ビストロお
　　　　きみくら）
　16 日　世話人会
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１
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い

　

未
帰
島
者
・
在
京
者
の
現

　

状
と
支
援
の
見
直
し
に
つ

　

い
て

　
　

帰
島
後
８
年
間
を
経
過

　

す
る
中
で
在
京
者
支
援
を

　

見
直
す
時
期
を
む
か
え
て

　

い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

は
、
11
年
で
は
、
帰
島
し

　

な
い
が
53
・
３
％
、
い
ず

　

れ
は
帰
島
し
た
い
が
23
・

　

３
％
に
な
っ
た
。
無
回
答

　

も
23
・
３
％
。

　
　

今
後
は
、
訪
問
活
動
は

　

控
え
め
に
し
て
、
ふ
れ
あ

　

い
コ
ー
ル
を
年
３
回
程
度

　

行
い
「
三
宅
島
新
報
」
等

　

の
情
報
提
供
、
家
屋
、
土

　

地
な
ど
の
問
題
を
村
や
Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
団
体
に
紹
介
な
ど
を

行
う
。

２
島
内
活
動
を
強

　

化
す
る
。

３
情
報
活
動
、
専

　

門
家
交
流
を
強

　

化
継
続
す
る
。

４
長
期
災
害
被
災
者
救
済
の

　

制
度
改
革
を
め
ざ
す
。

５
神
楽
坂
あ
お
ぞ
ら
市
な
ど

　

イ
ベ
ン
ト
で
三
宅
島
の
宣

　

伝
と
現
状
を
訴
え
る
。

６
被
災
地
と
の
交
流
。

７
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
イ
べ

　

ン
ト
の
再
検
討
。

　
　

12
月
14
日
「
三
宅
島
応

　

援
交
流
会
」
を
、
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
と
交
流
団
体
な
ど

　

で
行
う
。

８
組
織
活
動
の
強
化
に
つ
い

　

て
。
世
話
人
会
開
催
、
ネ
ッ

　

ト
協
力
者
拡
大
を
図
る
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

　

今
年
度
よ
り
、

役
員
の
入
れ
替
え

が
行
わ
れ
た
。

　

３
月
に
亡
く

な
っ
た
池
田
金
好

副
会
長
の
後
任
に

は
、
光
安
千
久
子

の
腕
前
。
今
は
料
理
な
ど

を
手
掛
け
て
お
り
、
島
市

で
は
毎
回
開
始
前
か
ら
行

列
が
で
き
る
程
の
人
気
で

あ
る
。
神
楽
坂
あ
お
ぞ
ら

市
で
も
活
躍
し
て
い
る
。

　

事
務
局
長
に
は
、
前
年

度
産
休
に
入
っ
た
大
石
事

務
局
長
の
代
行
を
務
め
て

い
た
加
藤
さ
お
り
次
長
が

そ
の
ま
ま
事
務
局
長
に
就

任
と
な
っ
た
。

新役員の紹介

専
門
家
交
流
な
ど
を
強
化

13
年
度
活
動
方
針

○○○○○○

科    目 12 年度予算 12 年度決算 13 年度予算

寄付金 600,000 355,000 350,000

活動収入 200,000 315,010 300,000

雑収入 20,000 5,000 10,000

前期繰越金 241,354 249,591 138,567

収入合計 1,061,354 924,601 798,567

科　　目 12 年度予算 12 年度決算 13 年度予算

広報費 660,000 543,591 550,000

訪問活動費 20,000 0 5,000

活動費 230,000 156,428 150,000

会議費 30,000 30,646 29,000

事務備品費 10,000 4,237 6,000

通信費 40,000 26,500 25,000

渉外費 60,000 0 10,000

雑支出 11,354 61,100 23,567

支出計 1,061,354 822,502 798,567

次期繰越金 0 138,567 0

12
年
度
決
算
・
13
年
度
予
算

【収入の部】

【支出の部】

会長　　　　佐藤就之

副会長　　　酒井一豊　光安千久子

事務局長　　加藤さおり

事務局次長　糸井真由美

会計事務　　有本香保子

世話人　　　山田貴久 山尾啓予

座間裕美香 吉田信行 永山詩織 菊池忠男 

勝見吉雄 京町 増田菜穂子 横井和之

監査　　　　大石陽子　小林舞

　　　　　　　　（順不同・敬称略）

平成 25 年度役員

（
み
つ
や
す
・
ち
く
こ
）
さ

ん
が
就
任
し
た
。
光
安
さ
ん

は
三
宅
島
神
着
地
区
在
住

で
、
神
着
老
人
ク
ラ
ブ
の
副

会
長
も
務
め
て
い
る
。
「
チ

ク
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
呼
ば

れ
、
和
裁
は
技
能
の
段
持
ち

池
田
金
好
副
会
長
死
去

　

池
田
金
好
氏
（
い
け
だ
・
か
ね
よ

し
＝
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
副
会
長
）
４

月
24
日
、
脳
出
血
の
た
め
死
去
、
78

歳
。
28
日
の
告
別
式
に
は
、
佐
藤
会

長
も
参
列
し
た
。

　

避
難
前
は
、
都
三
宅
島
勤
労
福
祉

会
館
に
勤
務
、
帰
島
後
は
漁
と
伊
豆

地
区
自
治
会
長
も
務
め
、
09
年
か
ら

ネ
ッ
ト
副
会
長
、
11
年
６
月
６
日
、

人
口
透
析
を
切
望
す
る
有
志
の
会
会

長
に
就
任
し
た
。
１
２
３
８
筆
の
請

願
署
名
を
集
め
今
年
の
秋
に
は
、
人

口
透
析
導
入
も
実
現
す
る
矢
先
の
訃

報
で
あ
っ
た
。

訃報

　

国
の
生
活
再
建
支

援
制
度
の
延
長
が
26

年
度
で
打
切
り
予
定

と
な
っ
た
。

　

帰
島
で
き
な
い
高

濃
度
地
区
居
住
者
、

高
感
度
受
性
者
、
特

別
に
認
め
た
世
帯
へ

の
引
っ
越
し
経
費
、
居
住
関

係
経
費
と
都
制
度
、
村
の
高

濃
度
地
区
の
被
災
家
屋
の
劣

化
保
全
（
限
度
額
50
万
円
）
。

村
制
度
以
外
は
こ
れ
ま
で
の

帰
島
者
も
対
象
で
あ
っ
た
。

　

三
宅
村
は
、
６
月
14
日
に

三
池
・
沖
ヶ
平
の
高
濃
度
地

区
を
解
除
し
営
業
行
為
を
認

め
、
条
件
付
で
準
居
住
地
区

と
し
、
７
月
１
日
か
ら
施
行

す
る
と
発
表
し
た
。

高濃度地区の指定解除に

光安千久子さん

加藤さおりさん



三宅島新報 第４６号 (4)２０１３年７月１日
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▼「三宅島復興支援なんでも相談デ

　　スク」

災害復興まちづくり支援機構では、

三宅島のために無料相談を行ってい

る。元三宅支庁齊藤総務課長や弁護

士など協力しています。相談窓口ア

クセス（http://www.j-drso.jp/）。

▼牛頭天王祭（神着）

7 月 13 日（土）、14 日（日）に実施。（5

月 1 日号の 15 日を 14 日に訂正。お

詫びします）

▼冨賀神社大祭（島内）

８月４日・阿古地区、５日・阿古～

伊ヶ谷、６日・伊ヶ谷～伊豆、７日・

伊豆～神着、８日・神着～坪田、９日・

坪田

と全島を巡行。

　

向
上
高
校
新
聞
委
員
会
の

卒
業
生
が
つ
く
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ

が
発
行
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
の
は
、
岩
手
県
宮
古
市

田
老
地
区
に
あ
る
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
陸
中
宮
古
に
造
ら
れ
た

仮
設
住
宅
を
拠
点
に
活
動
す

る
Ｔ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
（
た
ろ
う
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
と
い
う
団
体
の
「
明
日

に
向
か
っ
て
」
と
い
う
新
聞

で
あ
る
。

　

震
災
の
あ
っ
た
２
０
１
１

年
の
８
月
に
、
同
仮
設
住
宅

で
向
上
高
校
新

聞
委
員
会
と
Ｄ

Ｔ
Ｐ
Ａ
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し

た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
同
年

12
月
か
ら
こ
の
仮
設
住
宅
の

４
０
０
戸
に
配
布
す
る
広
報

紙
の
編
集
作
業
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
同
紙
の

発
行
が
一
時
途
絶
え
る
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
昨
年
９
月
に

復
刊
、
そ
の
後
は
月
に
一
度

の
発
行
を
続
け
て
き
た
。

　　

「
明
日
に
向
か
っ
て
」
の

編
集
の
た
め
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の

メ
ン
バ
ー
は
ほ
ぼ
２
ヵ
月
に

１
回
、
週
末
に
夜
行
、
現
地

一
泊
で
田
老
に
足
を
運
ん
で

い
る
。
現
地
で
は
取
材
活
動

や
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
編
集
作
業
を

行
っ
て
新
聞
を
完
成
さ
せ

る
。
ま
た
、
現
地
に
行
け
な

い
月
に
発
行
す
る
新
聞
に
関

し
て
は
、
Ｔ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
情
報
や
写
真
を

送
っ
て
も
ら
い
編
集
を
行
っ

て
い
る
。

 

前
回
は
「
明
日
に
向
か
っ

て
第
14
号
」
の
編
集
の
た
め

に
５
月
26
日
か
ら
27
日
に
か

け
て
現
地
に
出
向
い
た
。
こ

の
号
（
こ
の
面
に
写
真
）
で

は
、
田
老
地
区
で
行
わ
れ
た

小
中
学
校
の
運
動
会
や
体
育

祭
の
様
子
を
１
面
ト
ッ
プ

に
、
26
日
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

三
陸
み
や
こ
の
ア
リ
ー
ナ
で

実
施
さ
れ
た
「
鎮
魂
の
祈
り
」

の
イ
ベ
ン
ト
、
田
老
地
区
の

お
店
や
牧
場
の
紹
介
な
ど
を

取
り
上
げ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ

が
新
た
な
支
援
に
活
動
を
広

げ
て
い
る
背
景
に
は
、
「
三

宅
島
新
報
」
の
編
集
を
通
じ

て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て

き
た
こ
と
が
あ
る
。

編
集
後
記

　

新
報
編
集
を
通
じ
、
ふ
る

さ
と
ネ
ッ
ト
の
訪
問
活
動
や

被
災
地
訪
問
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
が
な
け
れ

ば
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い

被
災
地
の
様
子
を
、
肌
で
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
私
た
ち

自
身
も
活
動
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ど
こ
か
で
役
に
立

て
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

「明日に向かって」６号

「明日に向かって」15 号

情報クリップ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
き
っ
か
け
に

足
を
運
ん
で
現
地
で
作
業

ＤＴＰＡ 東北仮設の新聞を編集

「新報」のノウハウ生かして
「
明
日
に
向
か
っ
て
」
１
号
の
編
集
（
２
０
１
１
年
12
月
）

　

本
紙
の
編
集
作
業
を
担
当
す
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
は
、
２
０
１
１

年
12
月
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
宮

古
市
田
老
地
区
の
仮
設
住
宅
の
住
民
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

広
報
紙
の
編
集
を
行
っ
て
い
る
。
「
三
宅
島
新
報
」
編
集
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
か
た
ち
で
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
６
月
ま

で
に
15
紙
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。


